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行政ミスによる不要な支出に待った� 　
将来水道料金の値上げへ� 　
一般質問~町政を問う~� 　

9

10

14
９月
定例会

「私もやっと100歳」
（羽合地区 敬老会）



　９月定例会は、９月13日から25日までの13日間の会期で開かれました。
　平成29年度決算認定は、決算審査特別委員会を設置し、審議の結果、18会計すべ
ての決算を原案のとおり認定しました。
　また、町長から提案のあった補正予算、条例の制定など16議案も原案どおり可決
しました。
　一般質問では、６人が登壇し、町政全般にわたり、町長、教育長に質問しました。

町債（借金）と基金（貯金）の状況

【町債（借金）の残高】
会計名 28年度末残高 29年度末残高 増減額

一般会計 120億6113万円 122億6217万円 2億104万円

特別会計 62億2409万円 57億6934万円 ▲ 4億5475万円

計 182億8522万円 180億3151万円 ▲ 2億5371万円

【基金（貯金）の残高】
28年度末残高 29年度末残高 増減額

65億8081万円 66億6659万円 8578万円

一般会計

108億4463万円
歳入

町債（借入金）
15億7541万円
（14.5％）

町債（借入金）
15億7541万円
（14.5％）

その他
7億8713万円
（7.3％）

その他
7億8713万円
（7.3％）

町税
14億5503万円
（13.4％）

町税
14億5503万円
（13.4％）

地方交付税
43億4486万円
（40.0％）

地方交付税
43億4486万円
（40.0％）

国・県支出金
19億5322万円
（18.0％）

国・県支出金
19億5322万円
（18.0％）

繰入金
2億2360万円
（2.1％）

繰越金
3億8968万円
（3.6％）

使用料・手数料
1億1570万円
（1.1％）

約２億円を拠出 ～地震・台風・豪雨・豪雪
などの対応経費～
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平成29年度　特別会計・企業会計の決算状況
【特別会計】

会計名 歳入決算 歳出決算 会計名 歳入決算 歳出決算
住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業 740万円 740万円 温 泉 事 業 873万円 667万円
高齢者及び障がい者住宅整
備 資 金 貸 付 事 業 4万円 4万円 下 水 道 事 業 13億1066万円 12億9909万円

国民健康保険事業 21億6462万円 21億5611万円 農 業 集 落 排 水
処 理 事 業 1億7882万円 1億7882万円

後期高齢者医療 1億7381万円 1億7359万円 簡 易 水 道 事 業 3734万円 3622万円

介 護 保 険 19億4189万円 18億7103万円 財 産 区
（６ 財 産 区） 893万円 818万円

【企業会計】

会計名 収　入 支　出

国 民 宿 舎 事 業
収益 2億9121万円 2億7777万円
資本 0円 8414万円

水 道 事 業
収益 2億297万円 1億7141万円
資本 2142万円 6251万円

一般会計

104億461万円
歳出

公債費
14億9281万円
（14.3％）

公債費
14億9281万円
（14.3％）

総務費
13億8026万円
（13.3％）

総務費
13億8026万円
（13.3％）

民生費
26億1209万円
（25.1％）

民生費
26億1209万円
（25.1％）

衛生費
6億1357万円
（5.9％）

衛生費
6億1357万円
（5.9％）

土木費
9億6592万円
（9.3％）

土木費
9億6592万円
（9.3％）

教育費
20億8127万円
（20.0％）

教育費
20億8127万円
（20.0％）

農林水産業費
5億3404万円
（5.1％）

商工費
2億256万円
（2.0％）

消防費
2億6617万円
（2.6％）

議会費
8573万円
（0.8％）

災害復旧費
1億3619万円
（1.3％）

その他
3400万円
（0.3％）

平成29年度
決　算 災害復旧・復興事業へ
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返
礼
品
の
引
き
下
げ

が
あ
り
、
納
税
額
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
の
で
は
。

　
　
　

返
礼
品
を
３
割
に
抑

え
た
こ
と
で
納
税
額

は
落
ち
た
が
、
平
成
28
年
度

と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
１
億
円
を

超
え
た
。

　
　
　

事
務
を
ま
ち
づ
く
り

会
社
に
委
託
し
て
い

る
が
、
返
礼
品
の
開
発
を
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
の
返
礼

品
は
67
品
目
だ
っ
た

が
、
平
成
30
年
度
は
８
月
末

で
１
３
０
品
目
と
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
開
発
は

問答

問答

　
　
　

新
し
い
事
業
は
、
隊

員
任
せ
で
な
く
町
職

員
が
進
め
て
、
隊
員
に
引
き

継
ぐ
方
が
い
い
の
で
は
。

　
　
　

隊
員
は
地
域
の
こ
と

が
分
か
ら
な
い
の

で
、
町
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
採
用
し
た
、
泊
地
域

の
空
き
家
対
策
を
担
う
隊
員

は
、
地
元
の
人
に
信
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。

　

何
か
あ
る
ご
と
に
積
極
的

に
か
か
わ
り
、
隊
員
が
ど
ん

な
方
な
の
か
を
分
か
っ
て
も

ら
う
よ
う
に
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
と
か
か
わ
り
を

問答

　
　
　

公
民
館
運
営
審
議
会

が
一
回
も
開
か
れ
て

い
な
い
。
予
算
計
上
し
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
開
催
し
な

か
っ
た
の
か
。

　
　
　

平
成
29
年
度
は
大
き

な
変
化
が
な
か
っ
た

が
、
平
成
30
年
度
は
課
題
が

あ
る
の
で
、
開
催
す
る
。

　
　
　

公
民
館
運
営
が
後
退

し
て
い
る
と
い
う
声

を
聞
く
。
中
心
と
な
る
活
性

化
推
進
員
や
運
営
委
員
の
役

割
の
理
解
が
不
十
分
で
は
な

い
か
。

　
　
　

運
営
委
員
の
役
割

は
、
区
長
会
な
ど
で

説
明
し
て
い
く
。
役
割
や
機

能
が
果
た
せ
る
取
り
組
み
を

し
て
い
く
。

公
民
館
運
営

後
退
し
て
い
る
の
で
は

問答

問答

公民館活動でコサージュづくり
（田後地区　出前講座）

決算審査
特別委員会

　平成29年度一般会計及び各特別
会計・企業会計の決算を、決算審査
特別委員会で審議しました。
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町
内
３
つ
の
施
設
を

利
用
し
て
加
工
品
を

作
っ
て
い
る
が
、
道
具
が
な

い
、
機
械
が
壊
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
が
出
て
い
る
。

　
　
　

要
望
に
よ
り
修
繕
は

随
時
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

加
工
所
の
道
具
の
点

検
は
毎
年
行
っ
て
い

る
の
か
。
道
具
が
壊
れ
て
い

て
、
作
っ
た
も
の
が
品
物
に

な
ら
な
か
っ
た
と
聞
く
が
。

　
　
　

点
検
は
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
が
、
点

検
が
少
し
お
ろ
そ
か
に
な
っ

て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

加
工
所
施
設

設
備
の
充
実
を

問答

問答

　
　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
外
構

工
事
を
行
っ
た
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
は
休
業
し
て
い

る
。
今
後
の
方
向
性
は
。

　
　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
を
整
備
し

た
の
で
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
使
用
で
き
る
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
は
、

地
元
の
声
も
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　

施
設
全
体
を
町
で
借

り
受
け
て
、
休
憩
ス

ペ
ー
ス
や
展
示
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　

今
は
、
泊
地
区
か
ら

希
望
が
あ
れ
ば
使
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
シ
ー

ズ
ン
中
の
土
日
は
開
け
る
な

ど
、
存
続
し
て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ふ
る
里
公
園

レ
ス
ト
ラ
ン
の
今
後
は

問答

問答

　
　
　

運
転
手
不
足
で
運
行

が
困
難
と
あ
る
が
、

ど
う
解
消
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

今
は
、
一
つ
の
会
社

に
委
託
し
て
い
る

が
、
複
数
の
会
社
と
契
約
を

行
う
。

　
　
　

町
雇
用
の
バ
ス
運
転

手
に
や
っ
て
も
ら
え

な
い
の
か
。

　
　
　

そ
う
い
う
方
法
で

や
っ
て
い
け
る
の
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
転
手
の
確
保
は

問答

問答

　
　
　

料
金
を
複
数
滞
納
し

て
い
る
人
の
生
活
状

況
を
つ
か
ん
で
、
相
談
窓
口

に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　

収
入
未
済
金
は
各
課

で
把
握
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
生
活
困
窮
の

方
が
あ
れ
ば
、
情
報
収
集
を

し
て
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

　

年
に
２
回
、
滞
納
整
理
対

策
本
部
を
開
催
し
、
各
課
が

抱
え
る
案
件
を
連
携
し
て
協

議
し
て
い
る
。
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

収
入
未
済
金
対
策

滞
納
者
へ
の
対
応
は

問答

真空パック包装機（ふれあい加工所）

休業しているふる里公園のレストラン
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
、
18
会
計

の
決
算
と
２
会
計
の
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て
、
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定

及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
過
程
で
の
主

な
指
摘
・
意
見
・
改
善
事

項
を
付
記
し
て
、
委
員
会

報
告
と
し
ま
し
た
。

　

返
礼
品
の
単
価
見
直
し

に
よ
り
納
税
額
が
微
増
と

な
っ
た
。
返
礼
品
の
品
目

数
や
魅
力
あ
る
品
目
確

保
、
関
係
人
口
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
勘
案
し
、
今
一

度
工
夫
を
さ
れ
た
い
。

　

運
転
手
不
足
に
よ
り
バ

ス
の
運
行
が
困
難
と
の
こ

と
だ
が
、
通
学
の
足
を
確

保
す
る
こ
と
は
大
切
。
ほ

か
の
業
者
に
も
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
町
関
係
の

バ
ス
運
転
手
の
大
型
免
許

所
有
の
有
無
を
確
認
す
る

な
ど
、
不
安
が
生
じ
な
い

よ
う
に
早
い
段
階
か
ら
検

討
さ
れ
た
い
。

　

新
し
い
公
民
館
体
制
で

進
め
て
い
る
が
、
運
営
が

以
前
よ
り
後
退
し
て
い
る

と
い
う
意
見
が
あ
る
。

　

公
民
館
活
動
は
、
住
民

が
参
加
す
る
こ
と
が
大
事

な
こ
と
で
あ
る
。
全
体
を

ま
と
め
て
い
く
の
が
、
地
域

活
性
化
推
進
員
、
公
民
館

運
営
委
員
の
役
目
で
あ
る
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
に
公
民

館
組
織
の
役
割
、
委
員
の

役
目
な
ど
の
理
解
や
認
識

を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

ま
だ
不
十
分
で
は
な
い
か
。

　
「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

あ
じ
さ
い
」、「
活
性
化
セ

ン
タ
ー
は
ま
な
す
」、「
ふ

れ
あ
い
施
設
農
産
物
加
工

所
」
な
ど
を
利
用
し
て
、

地
域
の
産
物
で
加
工
品
を

作
っ
た
り
、
商
品
化
す
る

な
ど
し
て
い
る
が
、
道
具

が
な
い
、
機
械
が
壊
れ
て

い
る
な
ど
不
具
合
が
出
て

い
る
。

　

担
当
課
は
、
町
内
組
織

の
活
動
状
況
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。
道
具
な
ど
の

点
検
は
で
き
て
い
る
の
か
。

　

も
う
少
し
関
わ
り
を
持

た
れ
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

ス
ク
ー
ル
バ
ス

公
民
館
運
営

加
工
所
の
運
営

決
算
審
査
意
見

�

代
表
監
査
委
員
　
礒 

江 

俊 

二

�

議
会
選
出
監
査
委
員
　
光 

井 

哲 

治

　

平
成
29
年
度
湯
梨
浜

町
歳
入
歳
出
決
算
書
な

ど
を
審
査
し
て
、
次
の

と
お
り
意
見
を
付
し
ま

し
た
。

不
用
額
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
不
用
額
は
、

３
億
１
７
２
９
万
円
。

　

不
用
額
は
通
常
１
月

末
に
精
査
し
３
月
議
会

に
補
正
議
案
を
提
出
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
事
務

処
理
が
形
式
的
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

　

改
め
て
意
識
の
徹
底

と
原
点
に
立
ち
帰
っ
て

改
善
が
必
要
で
あ
る
。

収
入
未
済
金
対
策

　

滞
納
事
案
の
削
減
に

向
け
案
件
ご
と
に
方
針

を
決
定
し
な
が
ら
「
湯

梨
浜
方
式
」
を
め
ざ
す

こ
と
を
提
言
し
て
き
た

が
、
理
解
と
意
欲
が
ま

だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
論
理
的
な

検
討
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

費
用
対
効
果
に
つ
い
て

　

松
崎
駅
前
拠
点
等
整

備
事
業
は
、
移
住
定
住

促
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
進
め
る
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
整
備
で
あ
る
。

　

松
崎
駅
南
側
の
農
地

耕
作
条
件
改
善
事
業

は
、
水
田
を
梨
樹
園
地

に
転
換
し
、
新
品
種
の

栽
培
、
効
率
的
な
作
業

を
導
入
し
、
収
益
性
の

高
い
梨
生
産
活
動
を
実

施
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、

単
年
度
の
事
業
単
位
で

は
目
的
達
成
は
困
難
で

あ
り
、
粘
り
強
い
取
り

組
み
と
施
策
評
価
を
し

て
「
費
用
対
効
果
」
を

考
察
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

米田決算審査特別委員長の審査報告

平
成
29
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
審 

査 

報 

告
（
抜
粋
）
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☆
一
般
会
計
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
48
万
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
の
総
額
を
１
０
４
億
８

６
４
１
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま

す
。

・
ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
経
費

�

７
５
６
万
円

　

ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
の
新

規
加
入
件
数
が
増
え
た
た

め
、
引
込
線
工
事
費
を
増

額
す
る
。
新
中
学
校
へ
の

通
信
用
光
ケ
ー
ブ
ル
の
引

込
工
事
費
を
追
加
し
、
情

報
通
信
環
境
を
整
備
す
る
。

・
観
光
臨
時
経
費

�

58
万
円

　

観
光
用
に
設
置
さ
れ

た
、
水
明
荘
の
裏
の
湖
岸

の
四
ツ
手
網
が
老
朽
化

し
、
倒
壊
の
危
険
性
が
あ

る
た
め
、
解
体
撤
去
工
事

を
行
う
。

・�

食
と
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
（
地
方
創
生
）

�

１
０
７
３
万
円

　

食
と
健
康
を
テ
ー
マ
に

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む

民
間
企
業
、
㈱
タ
ニ
タ
ヘ

ル
ス
リ
ン
ク
と
連
携
す
る
。

　

最
新
の
健
康
機
器
や
健

康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

と
、
地
域
食
材
を
活
用
し

た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
、
健
康
増
進
と

産
業
活
性
化
を
は
か
る
。

・�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
経
費

�

２
５
７
万
円

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
の

新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
に
と
も
な
い
、
新
た

に
４
名
の
調
理
員
を
配
置

す
る
た
め
の
人
件
費
を
増

額
す
る
。

・�

ゆ
り
は
ま
じ
げ
産
業
支

援
事
業
（
地
方
創
生
）

�

２
５
５
万
円

　

町
内
事
業
者
の
新
た
な

取
り
組
み
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト

事
業
の
拡
大
に
対
し
て
、

農
商
工
連
携
を
進
め
る
た

め
、
経
費
の
一
部
を
支
援

し
、
産
業
の
振
興
と
雇
用

創
出
に
つ
な
げ
る
。

・�

園
芸
産
地
活
力
増
進
事

業
補
助
金

�

１
０
７
４
万
円

　

Ｊ
Ａ
東
郷
梨
選
果
場
の

箱
折
り
機
６
台
の
う
ち
、

２
台
を
更
新
し
、
ス
ム
ー

ズ
な
空
箱
供
給
に
よ
り
作

業
効
率
が
向
上
す
る
よ
う

に
、
県
と
町
と
で
補
助
を

行
う
。

☆�

湯
梨
浜
町
松
崎
駅
前
多

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

　

生
涯
活
躍
の
ま
ち
の
推

進
に
あ
た
り
、
住
民
及
び

移
住
者
、
来
町
者
な
ど
の

多
世
代
地
域
交
流
の
場
と

し
て
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
環

境
を
形
成
す
る
。

☆�

湯
梨
浜
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

　

町
の
責
務
、
支
援
団
体

の
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に

し
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
企
業
振
興
に
取
り

組
み
、
住
み
よ
い
ま
ち
の

実
現
を
は
か
る
。

新
中
学
校
の
情
報

通
信
環
境
の
整
備

四
ツ
手
網
を
解
体

�

撤
去

�

タ
ニ
タ
と
の
連
携

調
理
員
を
追
加
配
置

新
た
な
取
り
組
み
を

�

支
援

箱
折
り
機
の
更
新

条
例
制
定

管
理
運
営
基
準
を

�

制
定

企
業
の
振
興
に

�

取
り
組
む

解体撤去する四ツ手網（水明荘裏）

箱折り機を入替え（JA東郷梨選果場）

平
成
30
年
度

一
般
会
計 

補
正
予
算
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件　　　名 陳情者 審査結果

沖縄県による「辺野古沿岸埋め立て承認撤回の意
志」を尊重するよう日本政府に求める意見書提出に
ついての請願

沖縄と連帯するとっとりの会
共同代表　　石田　正義
　　　　　　一盛　　真
　　　　　　伊藤　英司

継続審査

憲法９条改定の取組みの中止を求める意見書採択の
要請について

湯梨浜９条の会
　代表　信原　和裕 継続審査

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択を求める
陳情書

移植ツーリズムを考える会
理事　井田　敏美

採択
（政府に意見書を提出）

地方議会の提出する意見書に係る関係行政庁の回答
を求める意見書の提出について（陳情）

足羽　佑太 継続審査

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１
復元をはかるための、2019年度政府予算に係る意
見書採択の要請について

鳥取県教職員組合　　
　中部支部長　尾﨑　豊久

採択
（政府に意見書を提出）

常任委員会に付託した請願・陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

請願・陳情　審査

本会議での採決結果　９月定例会
議案の内容

（○：賛成　×：反対）

松
　
岡

浦
　
木

光
　
井

会
　
見

米
　
田

寺
　
地

上
　
野

濱
　
中

増
　
井

竹
　
中

河
　
田

結
　
果

平成29年度湯梨浜町一般会計歳入歳出決算
認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
賛成９人
可決

平成30年度湯梨浜町中央公民館及び東郷支所
庭園管理委託業務発注内容の誤りに係る契約解
除の和解及び損害賠償の額の決定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○
賛成９人
可決

湯梨浜町松崎駅前多世代交流センターの設
置及び管理に関する条例の制定について

○ ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○
賛成７人
可決

※議案の採決は、入江議長を除く11人で行います。
※上記以外の31議案は全会一致で可決及び認定しました。

住民と議会の意見交換会

開催日 時　間 会　場
11月22日（木） 午後７時 ゆるりん館（松崎駅前旧Ａコープ）予定
11月27日（火） 午後７時 中央公民館　泊分館
12月  4日（火） 午後７時 役場羽合庁舎　別館講堂

　「住民と議会の意見交換会」の日程が決まりました。
　事前申し込みは不要です。みなさんのお越しをお待
ちしています。
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７
月
月
例
報
告
会
で
、
町

民
課
よ
り
説
明
を
受
け
た
。

　

本
来
、
個
別
発
注
し
て
い

た
が
、
経
費
削
減
の
た
め
一

括
発
注
し
た
。
入
札
は
不
落

札
だ
っ
た
が
、
示
談
で
契
約

に
至
っ
た
。

　

そ
の
数
日
後
、
予
算
オ
ー

バ
ー
が
判
明
し
、
協
議
し
た

結
果
、
不
正
は
放
置
で
き
な

い
と
判
断
。
契
約
解
除
し
正

式
に
再
入
札
す
べ
き
と
報
告

が
あ
っ
た
。

月
例
報
告
会
で

�

発
覚

　
　
賠
償
金
を
払
わ
ず
に
済

む
選
択
を
考
え
る
の
が
、
行

政
の
使
命
で
は
。

　
　

無
い
予
算
で
契
約
し
て

し
ま
っ
て
お
り
、
取
り
消
す

の
が
正
し
い
と
考
え
る
。
随

意
契
約
の
内
容
を
削
除
す
る

格
好
の
変
更
に
は
無
理
が
あ

る
。

問答

　
　
東
郷
支
所
で
は
、
職
員

が
低
木
剪
定
す
る
や
り
方

は
、
お
か
し
い
の
で
は
。

　
　

例
年
の
予
算
で
は
、
職

員
自
ら
剪
定
対
応
し
て
き
て

お
り
、
今
回
だ
け
が
異
例
の

措
置
で
は
な
い
。

問答

　

９
月
定
例
会
で
再
提
案
さ

れ
る
た
め
に
、
常
任
委
員
会

で
事
前
協
議
を
行
っ
た
。

　
　
業
務
着
手
し
て
い
な
い

状
態
で
、
実
質
的
な
損
害
は

発
生
し
な
い
が
。

　
　

民
法
上
、
業
務
で
得
ら

れ
る
予
想
利
益
額
を
補
償
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
東
郷
支
所
と
中
央
公
民

館
、
隣
接
地
で
委
託
内
容
を

合
わ
せ
る
べ
き
だ
。

　
　

ほ
か
の
植
栽
も
、
来
年

度
以
降
の
予
算
を
検
証
す

る
。

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

賠
償
金
の
支
払
い
止
む
な
し

と
判
断
し
、
可
決
し
た
。

そ
の
後
の
協
議

�

《
常
任
委
員
会
》

問答問答最
終
判
断

�

《
９
月
定
例
会
》

　
　
不
落
札
時
点
で
予
算
不

足
で
あ
れ
ば
、
同
じ
内
容
で

再
入
札
し
て
も
不
落
札
で

は
。

　
　

東
郷
支
所
の
低
木
は
、

職
員
が
剪
定
す
る
こ
と
で
、

そ
の
分
を
減
額
し
再
発
注
し

た
い
。

　
　
解
約
賠
償
金
を
支
払
う

よ
り
、
契
約
変
更
で
は
ど
う

か
。

　
　

明
確
な
間
違
い
な
の

で
、
訂
正
す
べ
き
事
案
と
考

え
る
。

問答問答

　
本
年
５
月
に
中
央
公
民
館
と
東
郷
支
所
を
一
括
し
庭
園
管
理

業
務
を
発
注
し
た
際
に
、
契
約
締
結
後
、
予
算
を
超
え
執
行
し

た
行
政
ミ
ス
が
発
覚
。

　
そ
の
結
果
、
全
面
的
な
行
政
瑕
疵
と
し
て
契
約
解
除
す
る
た

め
、
請
負
者
へ
損
害
賠
償
金
を
支
払
お
う
と
す
る
議
案
が
提
出

さ
れ
た
。

　
原
因
は
、
担
当
者
が
議
決
後
の
予
算
書
を
確
認
せ
ず
、
概
算

金
額
で
発
注
し
契
約
締
結
し
た
。

　
契
約
解
除
後
は
、
予
算
内
で
正
式
に
再
入
札
を
行
い
、
速
や

か
に
業
務
執
行
し
た
い
と
い
う
も
の
。

低
レ
ベ
ル
で
あ
き
れ
た
事
件

臨
時
議
会
で
伝
家
の
宝
刀

　
８
月
17
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
な
ど
７
議

案
の
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　
同
議
案
は
、
質
疑
応
答
後
に
採
決
さ
れ
、
賛
成
５
、
反
対
６

の
僅
差
で
否
決
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
補
正
予
算
に
対
す
る
動
議
が
出
さ
れ
、
修
正
さ
れ

た
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
採

択
さ
れ
た
。

8月臨時会　採決結果
（賛成：○　　反対：×）

松
岡

浦
木

光
井

会
見

米
田

寺
地

上
野

濱
中

増
井

竹
中

河
田 結果

平成30年度湯梨浜町中央公民館及び東郷支所庭園管理
委託業務発注内容の誤りに係る契約解除の和解及び損害
賠償の額の決定について

○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × 賛成５
反対６

東郷支所の園庭植栽

中央公民館の園庭植栽

行政ミスによる不要な支出に待った
特集　第２弾
８月臨時会
議案を否決
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水
道
事
業
全
体
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
　

平
成
31
年
度
に

は
、
東
郷
地
区
と
羽

合
地
区
の
接
続
が
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　

平
成
39
年
度
の
水

需
要
は
相
当
減
る
見

通
し
。
新
た
に
水
量
を
確
保

す
る
の
か
。

　
　
　
　

ま
だ
水
の
確
保
は

足
り
な
い
と
考
え
る

の
で
、
そ
の
計
画
も
し
て
い

る
。

　
　
　
　

５
年
程
度
の
見
通

し
を
し
て
、
料
金
改

定
を
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
を
、
住
民
に
早
め
に
周
知

し
て
い
く
べ
き
。

　
　
　
　

住
民
へ
の
周
知
期

間
が
必
要
と
考
え
る

の
で
、
料
金
改
定
検
討
会
を

立
ち
上
げ
、
で
き
る
だ
け
早

く
進
め
て
い
く
。

☆
昨
年
８
月
に
傾
き
、
10
月

に
水
没
し
た
、
町
有
１
号
源

泉
ポ
ン
プ
の
撤
去
工
事
の
入

札
は
不
落
札
。
６
月
に
補
正

予
算
が
承
認
さ
れ
、
撤
去
工

法
の
方
向
性
が
固
ま
っ
た
。

　
　
　
　

今
回
の
決
定
は
、

最
初
の
計
画
と
同
じ

も
の
で
は
。

　
　
　
　

作
業
の
安
全
対
策

を
考
え
た
結
果
、
最

初
の
設
計
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ

に
な
っ
た
。

　
　
　
　

台
座
が
残
る
が
、

支
障
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

形
状
を
確
認
し
、

支
障
が
あ
る
部
分
に

は
ブ
イ
を
設
置
す
る
。

☆
「
ア
ロ
ハ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
」
は
、
湯
梨
浜
町
と
ア
メ

リ
カ
ハ
ワ
イ
郡
の
姉
妹
都
市

交
流
事
業
。

　
今
年
度
は
、
ア
ロ
ハ
メ
イ

ツ
14
人
（
中
学
生
）
が
８
月

15
日
か
ら
１
週
間
ハ
ワ
イ
島

を
訪
問
し
た
。

　
　
　
　

個
人
負
担
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

　
　
　
　

経
費
の
お
お
む
ね

２
分
の
１
で
、
今
回

は
13
万
円
の
負
担
。

　
　
　
　

選
考
基
準
は
。

　
　
　
　

応
募
方
式
で
、
作

文
と
面
接
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
家
庭
な
ど
の
項
目
を
設

け
、
加
点
方
式
で
決
め
て
い

る
。

　
将
来
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
へ

☆
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
第
３
次
総
合
計
画
で
の
方

針
、
厚
生
労
働
省
が
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
掲
げ
た
安
全
・

強
じ
ん
・
持
続
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
水
道
事
業
が
め

ざ
す
べ
き
方
向
性
と
実
現
の
た
め
の
方
策
を
示
す
も
の
。

　
水
道
事
業
の
見
通
し
は
、
給
水
人
口
の
減
な
ど
で
、
平

成
39
年
度
に
は
収
益
が
、
18·

９
％
減
と
な
る
た
め
、
水

道
料
金
の
改
定
が
必
要
と
な
る
。

問答問答問答

台
座
は
残
る
が

�

安
全
を
確
保

問答問答

今
年
度
も

�

14
人
が
交
流

問

答問答

安全な水の供給に向けて（羽合浄水場）

総 務 産 業 常 任 委 員 会

ハワイの中学生と現地交流（ハワイ島）
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予
定
通
り
11
月
に
オ
ー
プ
ン

☆
松
崎
地
区
の
旧
Ａ
コ
ー
プ

跡
地
に
、
多
世
代
交
流
拠
点

施
設
と
し
て
、
松
崎
駅
前
多

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設

置
。
そ
の
事
業
を
定
め
る
条

例
の
説
明
を
受
け
た
。

　
　
　
　

条
例
が
提
案
さ
れ

た
が
、
指
定
管
理
者

は
ど
う
な
る
の
か
。
マ
ル

シ
ェ
部
分
の
使
用
料
は
。

　
　
　
　
「
湯
梨
浜
ま
ち
づ

く
り
㈱
」
を
指
定
管

理
者
に
選
定
し
た
い
。

　

使
用
料
は
、
１
平
米
３
０

０
円
。

　
　
　
　

マ
ル
シ
ェ
部
分
の

採
算
割
れ
な
ど
が
危

惧
さ
れ
る
が
、
運
営
は
ど
う

な
る
の
か
。

　
　
　
　

自
主
事
業
運
営
で

あ
り
、
指
定
管
理
者

が
責
任
を
持
っ
て
運
営
し
て

い
た
だ
く
。

　
　
　
　

予
定
通
り
11
月
に

オ
ー
プ
ン
で
き
る
の

か
。
事
業
者
は
内
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　

10
月
末
が
工
事
完

成
予
定
。「
全
日
食
」

を
入
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
形
式

営
業
を
検
討
中
。

　
　
　
　

足
湯
計
画
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

温
泉
管
理
組
合
と

話
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
。
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

☆
平
成
27
年
に
経
営
改
善
の

調
査
の
中
で
、
経
営
改
善
計

画
を
平
成
28
年
度
か
ら
３
年

間
を
期
間
と
し
、
そ
の
間
の

取
り
組
み
状
況
に
よ
り
、
今

後
の
方
向
性
を
定
め
る
と
し

た
。
現
在
も
経
営
改
善
に
向

け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　
方
向
性
の
選
択
肢
は
、
直

営
存
続
、指
定
管
理
に
移
行
、

譲
渡
の
３
つ
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
と
確
認
し
た
。

　
　
　
　

支
配
人
の
考
え

は
。

　
　
　
　

自
信
の
持
て
る
と

こ
ろ
は
、
地
域
密
着

施
設
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

町
営
だ
か
ら
進
め
ら
れ
る

こ
と
。

　

改
善
点
は
あ
る
が
、
良
く

な
っ
て
く
る
と
思
う
。

☆
当
初
予
算
は
、
ジ
ャ
ン
ボ

タ
ニ
シ
の
駆
除
剤
の
購
入
助

成
だ
っ
た
が
、
縞
葉
枯
れ
病

の
被
害
も
蔓
延
し
て
お
り
、

両
方
に
効
果
の
あ
る
秋
耕
う

ん
、
耕
起
的
な
事
業
に
シ
フ

ト
す
る
。

　
　
　
　

駆
除
剤
購
入
助
成

は
、
複
数
農
家
が
申

請
す
る
こ
と
が
条
件
だ
っ
た

が
、
今
回
は
、
町
が
被
害
の

情
報
を
把
握
し
て
決
め
る
の

か
。

　
　
　
　

農
事
組
合
で
取
り

組
ん
で
も
ら
い
、
全

体
の
取
り
組
み
と
し
て
推
進

し
て
い
く
。

　

金
額
的
に
は
一
反
当
た
り

８
０
０
円
。
ト
ラ
ク
タ
ー
の

燃
料
な
ど
の
必
要
額
を
助
成

す
る
。

問

答問

答問答問答

水
明
荘
の

�

方
向
づ
け
は

問答

新
た
な
病
害
に
も

�

対
応

問

答

オープンに向け工事が進む多世代交流センター
（愛称　ゆるりん館）

総 務 産 業 常 任 委 員 会

ジャンボタニシによる稲の被害
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小
学
校
全
体
で
は

好
結
果
だ
が
、
羽
合

小
学
校
の
学
力
不
足
、
そ
し

て
中
学
校
で
も
大
き
な
格
差

が
あ
る
。

　

今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　

好
成
績
を
上
げ
て

い
る
学
校
を
参
考
と

し
た
授
業
を
取
り
入
れ
た

い
。

　
　
　
　

小
学
校
で
の
基
礎

学
力
の
問
題
が
大
き

い
。
教
育
委
員
会
の
積
極
的

な
介
入
と
、
指
導
で
改
善

を
。

　
　
　
　

担
任
と
児
童
と
の

良
好
な
関
係
づ
く
り

を
、
校
長
と
連
携
し
て
進
め

て
い
く
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
を
い
か
に
活

用
す
る
か
が
課
題
に
な
っ
て

く
る
。
保
護
者
、
地
域
も
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
活
用
に
努

力
し
て
い
く
。

☆
羽
衣
石
城
の
災
害
復
旧
工

事
で
資
金
の
返
還
が
発
生
し

た
。

　
当
初
は
、
あ
ず
ま
屋
を
修

繕
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
地

元
か
ら
の
要
請
で
解
体
撤
去

と
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
事
務

処
理
を
怠
り
、
資
金
返
還
に

至
っ
た
。

　
　
　
　

地
元
と
し
っ
か
り

事
前
協
議
を
し
た
上

で
、
設
計
書
の
作
成
を
徹
底

す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　

ほ
か
で
も
同
様
に

起
こ
る
可
能
性
も
あ

り
、
各
課
に
周
知
し
て
い

く
。

☆
平
成
29
年
度
の
実
績
に
つ

い
て
は
、
安
定
的
な
運
営
が

行
わ
れ
た
と
分
析
を
し
て
い

る
。

　
今
後
も
介
護
予
防
や
認
知

症
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
安
定
的
な
運
営

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

施
設
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
て
い
る
が
要
因

は
。

　
　
　
　

人
数
的
に
大
き
な

変
動
は
な
い
。
介
護

度
の
変
化
に
よ
る
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

認
知
症
予
防
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
が
、
加
齢
に
と

も
な
っ
て
認
知
症
の
発
生
率

も
高
く
な
る
。

　
　
　
　

今
年
度
の
給
付
費

の
状
況
は
。

　
　
　
　

６
月
審
査
分
ま
で

の
状
況
は
、
実
績
全

体
で
み
る
と
昨
年
並
み
で
推

移
し
て
い
る
。

　
学
校
間
で
大
き
な
格
差

☆
今
年
度
の
学
力
調
査
（
国
語
、
算
数
・
数
学
、
理
科
）

の
結
果
、
小
学
校
で
は
、
国
語
Ａ
以
外
の
各
教
科
で
、

国
・
県
平
均
を
上
回
っ
た
。

　
し
か
し
、
中
学
校
で
は
、
全
教
科
で
国
・
県
平
均
を
下

回
る
結
果
で
、
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

問答問答問

答地
元
と
の

事
前
協
議
を
徹
底

問答

介
護
保
険
運
営
は

�

安
定

問

答問答

教 育 民 生 常 任 委 員 会

受験に向け思いを共有（東郷中学校）

タオル体操で介護予防
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「
子
育
て
ア
プ
リ
」
で

�

母
子
の
健
康
支
援

☆
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

配
信
や
、
妊
産
婦
、
子
ど
も

の
健
診
デ
ー
タ
の
記
録
、
管

理
な
ど
が
で
き
る
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
「
笑
顔
ゆ
り
は
ま

子
育
て
ア
プ
リ
」
の
無
料
配

信
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
提
供
企

業
と
町
と
の
関
係

は
。

　
　
　
　

町
と
の
委
託
契
約

で
、
ア
プ
リ
運
営

と
、
母
子
の
健
康
デ
ー
タ
を

管
理
し
て
も
ら
う
。

　

委
託
料
は
、
年
額
38
万
８

８
０
０
円
。

　
　
　
　

以
前
、
産
後
健
診

は
産
後
１
か
月
で
行

わ
れ
て
い
た
が
、
出
産
後
２

週
間
が
不
安
の
ピ
ー
ク
と
い

う
こ
と
で
、
２
週
間
で
行
う

町
も
あ
る
。
本
町
の
状
況

は
。

　
　
　
　

出
産
で
里
帰
り
し

て
い
る
人
も
あ
る
の

で
、
１
か
月
ぐ
ら
い
で
訪
問

し
て
い
る
。

☆
妊
娠
・
出
産
、
育
児
を
支

援
す
る
た
め
、
鳥
取
県
生
活

協
同
組
合
と
、
子
育
て
支
援

に
関
す
る
連
携
協
定
を
結
ん

だ
。

　
生
協
が
出
産
１
か
月
前
後

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
提
供
、
そ

の
後
は
隔
月
で
生
協
が
家
庭

訪
問
し
、
母
子
の
見
守
り
な

ど
を
行
う
。

　
　
　
　

生
協
の
メ
リ
ッ
ト

は
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
増
だ
と
思
う
が
、
町

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

　
　
　
　

母
子
の
状
況
確
認

な
ど
情
報
収
集
が
で

き
る
。
情
報
の
共
有
が
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
。

　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
の
周
知

は
、
生
協
が
行
う
の

か
。

　
　
　
　

周
知
は
町
が
行

う
。
母
子
手
帳
交
付

時
に
、「
子
育
て
ア
プ
リ
」

も
含
め
て
案
内
し
て
い
く
。

ま
た
、
訪
問
、
健
診
時
に
も

案
内
す
る
。

☆
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
提
供
し
て
い
る
㈱
タ
ニ
タ

と
連
携
し
、
会
員
制
で
活
動

量
計
を
利
用
し
、
日
ご
ろ
の

運
動
量
を
計
測
す
る
。ま
た
、

タ
ニ
タ
管
理
栄
養
士
に
よ
る

健
康
的
な
食
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　
　
　
　

会
員
３
０
０
人
に

活
動
量
計
を
貸
し
出

し
す
る
と
し
て
い
る
が
、
会

員
は
誰
を
想
定
し
、
募
集
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
　
　

一
般
会
員
と
し

て
、
町
民
を
公
募
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
食
生

活
改
善
推
進
員
な
ど
、
各
団

体
に
声
を
か
け
て
広
め
た

い
。

　
　
　
　

測
定
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
健
康
指
導
な

ど
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　

個
人
が
専
用
サ
イ

ト
で
デ
ー
タ
の
確
認

も
で
き
、
専
属
ス
タ
ッ
フ
が

デ
ー
タ
を
基
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。

　

国
保
加
入
者
で
特
定
保
健

指
導
を
受
け
る
人
は
、
町
が

指
導
を
行
う
。

問

答問

答母
親
と
乳
児
へ
支
援

�

サ
ー
ビ
ス
を
開
始

問答

問答食
と
健
康
で

�

ま
ち
づ
く
り

問

答問

答

教 育 民 生 常 任 委 員 会

親子でスキンシップ（とうごう子育て支援センター）

リズム体操で健康づくり
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　９月定例会では、６人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。
　一般質問は、議員が町の事務の執行状況や将来の方針などを町長や教育長に
問うものです。
　本町議会の質問時間は、１人60分以内で、質問回数に制限はありません。

【
問
】
①
こ
こ
数
年
、
大
災

害
が
多
く
発
生
し
て
い
る

が
、
災
害
が
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
地
域
で
も
、
防
災
対

策
は
十
分
や
っ
て
お
ら
れ
た

と
思
う
が
、
発
生
し
て
し

ま
っ
た
。

　
本
町
で
も
、
そ
の
こ
と
を

教
訓
に
し
て
、
防
災
に
対
し

て
の
再
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

②
国
・
県
管
理
の
河
川
・
池

が
あ
る
が
、
連
携
・
情
報
を

密
に
し
て
、
避
難
経
路
・
避

難
所
を
示
し
た
「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
住
民

に
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

③
耐
震
診
断
が
行
わ
れ
て
い

な
い
建
築
物
に
対
し
て
の
今

後
の
計
画
は
。

【
町
長
】
①
防
災
特
別
対
策

官
に
よ
る
出
前
講
座
を
行

い
、
自
主
防
災
組
織
の
設

立
・
活
動
の
支
援
を
行
い
な

が
ら
、
住
民
の
防
災
意
識
の

向
上
や
実
践
的
な
行
動
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
。

②
防
災
特
別
対
策
官
に
よ
る

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
現
地
で
の
出
前
講
座
を
積

極
的
に
推
進
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
と
危
機
感
の
共
有
を
は

か
り
た
い
。

③
耐
震
基
準
を
満
た
さ
な
い

施
設
も
存
在
す
る
の
で
、
進

行
中
の
事
業
と
の
調
整
を
は

か
り
な
が
ら
、
個
別
施
設
の

継
続
、
集
約
化
、
複
合
化
、

転
用
、
廃
止
な
ど
必
要
な
対

策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

災害防止策は
町長 住民の防災意識の向上をはかる

浦
うら

木
き

　 靖
やすし

質問者 質　問　事　項 ページ
浦木　　靖 災害防止策は 14

上野　昭二 聖地化へ新ランドマークの創生を 15
高齢ドライバーへ安全の一手を 15

松岡　昭博 湯梨浜町の農業をどう進めるのか 16
健康長寿社会をどう実現するのか 16

竹中　寿健 核ごみ拒否条例の制定を 17
子ども医療費無料化を 17

米田　強美 積極的な生活困窮者支援を 18
「ハワイゆ～たうん」の入浴料に補助を 18

増井　久美 ３期12年の評価は 19
保育行政の充実を 19

台風により冠水した道路
（上浅津地内）

町政を問う一般
質問
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【
問
】
こ
れ
ま
で
泊
地
域
の

住
民
の
間
で
は
、
風
車
を
残

せ
な
い
の
か
と
い
う
声
を
始

め
【
多
く
の
公
共
施
設
の
消

滅
＝
泊
地
域
の
衰
退
】
を
嘆

き
、
更
な
る
過
疎
化
へ
の
加

速
を
危
惧
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
聞
こ
え
る
が
、
町
長
に

届
い
て
い
る
か
。

　
そ
こ
で
、
既
存
施
設
を
改

造
し
た
、
新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
創
生
を
提
案
す
る
。
デ
ザ

イ
ン
か
ら
施
工
ま
で
を
一
般

公
募
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
・
手
段
が
考
え
ら
れ

る
。

　
何
と
か
し
て
、
泊
地
域
住

民
の
想
い
や
気
持
ち
を
、
少

し
で
も
汲
み
取
り
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
施
設
で
観
光
資
源

の
核
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を

問
う
。

【
町
長
】
本
年
３
月
定
例
会

で
、
風
力
発
電
施
設
の
撤
去

に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
以

降
、
風
車
を
惜
し
む
声
を

伺
っ
て
い
る
。
施
設
を
撤
去

す
る
こ
と
は
と
て
も
残
念
だ

が
、
熟
慮
を
重
ね
出
し
た
結

論
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
、
新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
へ
の

活
用
は
困
難
だ
と
思
っ
て
い

る
。「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」

を
観
光
資
源
の
核
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
国

際
化
や
聖
地
化
事
業
、
海
の

駅
と
ま
り
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
と
連
携
す
る
形
で
、
観

光
、
地
域
振
興
に
努
め
た

い
。

【
問
】
近
年
、
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
の
事
故
が
、
社
会
問

題
化
し
増
加
し
て
い
る
。

　
都
市
部
は
交
通
機
関
が
発

達
し
、
車
な
し
で
も
容
易
に

生
活
で
き
る
が
、
地
方
は
で

き
な
い
。

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故

防
止
を
、
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
よ
い
の
か
問
う
。

　
そ
こ
で
、
町
交
通
安
全
協

会
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

る
、
具
体
策
を
提
案
す
る
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

一
定
期
間
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
貸
与
す
る
。

　
そ
し
て
、
記
録
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
元
に
、
運
転
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
身
の
気

が
付
か
な
い
点
を
、
是
正
指

導
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
が
。

【
町
長
】
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
交
通
事
故
は
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
社

会
全
体
と
し
て
事
故
防
止
に

取
り
組
む
べ
き
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。

　

11
月
に
実
施
さ
れ
る
県
交

通
安
全
対
策
協
議
会
主
催
の

交
通
安
全
対
策
事
業
で
は
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使

用
し
た
講
習
会
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

町
交
通
安
全
協
会
と
協
働

す
る
形
で
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
活
用
し
た
検
査
、
指

導
な
ど
を
実
施
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
う
。
検
査
や
講
習

会
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

の
活
動
な
ど
を
連
携
し
て
い

き
た
い
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

　
　
　
　
　
安
全
の
一
手
を

町長

検
査
や
講
習
会
を
受
け
て

　
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
連
携

上
うえ

野
の

昭
しょう

二
じ

撤去のカウントダウンが始まった風車
（潮風の丘とまり）

聖地化へ
 新ランドマークの創生を
町長 新ランドマークへの活用は困難

ドライブレコーダーで
高齢者の運転をチェック
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【
問
】
こ
れ
ま
で
泊
地
域
の

住
民
の
間
で
は
、
風
車
を
残

せ
な
い
の
か
と
い
う
声
を
始

め
【
多
く
の
公
共
施
設
の
消

滅
＝
泊
地
域
の
衰
退
】
を
嘆

き
、
更
な
る
過
疎
化
へ
の
加

速
を
危
惧
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
聞
こ
え
る
が
、
町
長
に

届
い
て
い
る
か
。

　
そ
こ
で
、
既
存
施
設
を
改

造
し
た
、
新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

の
創
生
を
提
案
す
る
。
デ
ザ

イ
ン
か
ら
施
工
ま
で
を
一
般

公
募
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
・
手
段
が
考
え
ら
れ

る
。

　
何
と
か
し
て
、
泊
地
域
住

民
の
想
い
や
気
持
ち
を
、
少

し
で
も
汲
み
取
り
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
施
設
で
観
光
資
源

の
核
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を

問
う
。

【
町
長
】
本
年
３
月
定
例
会

で
、
風
力
発
電
施
設
の
撤
去

に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
以

降
、
風
車
を
惜
し
む
声
を

伺
っ
て
い
る
。
施
設
を
撤
去

す
る
こ
と
は
と
て
も
残
念
だ

が
、
熟
慮
を
重
ね
出
し
た
結

論
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

　

施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

て
、
新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
へ
の

活
用
は
困
難
だ
と
思
っ
て
い

る
。「
潮
風
の
丘
と
ま
り
」

を
観
光
資
源
の
核
と
し
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
国

際
化
や
聖
地
化
事
業
、
海
の

駅
と
ま
り
の
ブ
ラ
ン
ド
化
事

業
と
連
携
す
る
形
で
、
観

光
、
地
域
振
興
に
努
め
た

い
。

【
問
】
近
年
、
高
齢
者
ド
ラ

イ
バ
ー
の
事
故
が
、
社
会
問

題
化
し
増
加
し
て
い
る
。

　
都
市
部
は
交
通
機
関
が
発

達
し
、
車
な
し
で
も
容
易
に

生
活
で
き
る
が
、
地
方
は
で

き
な
い
。

　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故

防
止
を
、
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
よ
い
の
か
問
う
。

　
そ
こ
で
、
町
交
通
安
全
協

会
と
行
政
と
の
協
働
に
よ

る
、
具
体
策
を
提
案
す
る
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

一
定
期
間
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
に
貸
与
す
る
。

　
そ
し
て
、
記
録
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
元
に
、
運
転
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
身
の
気

が
付
か
な
い
点
を
、
是
正
指

導
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
が
。

【
町
長
】
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
交
通
事
故
は
、
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
社

会
全
体
と
し
て
事
故
防
止
に

取
り
組
む
べ
き
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。

　

11
月
に
実
施
さ
れ
る
県
交

通
安
全
対
策
協
議
会
主
催
の

交
通
安
全
対
策
事
業
で
は
、

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
使

用
し
た
講
習
会
も
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

町
交
通
安
全
協
会
と
協
働

す
る
形
で
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
を
活
用
し
た
検
査
、
指

導
な
ど
を
実
施
す
る
の
は
困

難
だ
と
思
う
。
検
査
や
講
習

会
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め

の
活
動
な
ど
を
連
携
し
て
い

き
た
い
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

　
　
　
　
　
安
全
の
一
手
を

町長

検
査
や
講
習
会
を
受
け
て

　
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
連
携

上
うえ

野
の

昭
しょう

二
じ

撤去のカウントダウンが始まった風車
（潮風の丘とまり）

聖地化へ
 新ランドマークの創生を
町長 新ランドマークへの活用は困難

ドライブレコーダーで
高齢者の運転をチェック
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【
問
】
鳥
取
県
の
農
業
産
出

額
は
Ｖ
字
回
復
傾
向
に
あ

り
、
県
は
、
今
後
の
め
ざ
す

べ
き
農
業
の
姿
を
明
確
に
し

た
。
本
町
も
回
復
傾
向
に
あ

る
が
、
農
業
を
ど
う
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

①
「
東
郷
梨
地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
は
、
耕
作

放
棄
地
化
を
防
ぐ
た
め
、
農

福
連
携
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
管
理
方
法
の
調
査
事
業
で

あ
る
と
思
う
。
栽
培
、
経
営

の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

問
う
。

②
水
田
で
も
、
耕
作
放
棄
地

化
が
進
ん
で
い
る
。
地
域
に

担
い
手
の
い
る
間
に
、
協
業

生
産
型
営
農
組
織
の
育
成
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
平
成
27
年
に
35

ア
ー
ル
で
開
始
。
今
年
は
70

ア
ー
ル
と
な
っ
た
。
条
件
の

良
い
梨
園
の
確
保
が
で
き

ず
、
技
術
力
の
問
題
も
あ
り

採
算
ベ
ー
ス
に
の
っ
て
い
な

い
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、

条
件
の
良
い
農
地
の
確
保
と

技
術
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

②
町
内
に
は
現
在
、
稲
作
と

転
作
を
一
体
経
営
と
し
て
組

合
員
全
体
に
よ
る
協
業
型
で

取
り
組
ん
で
い
る
営
農
組
織

は
な
い
。
若
い
意
欲
の
あ
る

担
い
手
が
数
人
い
る
地
域
で

取
り
組
ま
れ
る
な
ら
、
地
域

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
有

効
だ
と
思
う
。
地
域
の
担
い

手
の
状
況
把
握
を
し
な
が
ら

研
究
す
る
。

【
問
】
本
町
は
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
平
成
22
年
の
平
均

寿
命
は
、
県
内
で
は
男
性
１

位
、
女
性
２
位
で
長
寿
の
町

と
な
っ
て
い
た
。

①
平
成
27
年
平
均
寿
命
は
、

男
女
と
も
県
平
均
を
下
回
っ

た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

②
本
町
の
特
定
健
診
実
施
率

は
、
平
成
20
年
に
始
ま
っ
て

以
来
ず
っ
と
30
％
未
満
で
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
低

所
得
者
の
人
の
検
診
料
を
無

料
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
平
均
寿
命
が
低

下
し
た
理
由
と
し
て
、
死
亡

者
の
年
齢
、
原
因
な
ど
を
詳

細
に
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

沖
縄
県
の
状
況
の
分
析
結

果
で
は
、
若
い
世
代
の
「
早

死
」
の
多
さ
が
沖
縄
県
の
平

均
寿
命
を
低
く
し
て
い
る
。

本
町
の
状
況
も
こ
れ
で
は
な

い
か
と
思
う
。

②
特
定
健
診
は
９
割
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
近
年
は
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
高
騰
し

大
変
厳
し
い
運
営
状
況
で
あ

る
。

　

交
付
金
事
業
を
有
効
利
用

し
、
事
業
展
開
し
て
い
き
た

い
。

健
康
長
寿
社
会
を

　
　
　
　
ど
う
実
現
す
る
の
か

町長

交
付
金
を
有
効
活
用
し
展
開

松
まつ

岡
おか

昭
あき

博
ひろ

機械の共同利用による
病虫害防除（長江）

湯梨浜町の農業を
 どう進めるのか
町長

意欲ある担い手による
　　　　　　　活性化をはかる

今年も受けよう特定健診
（町内集団検診）

ゆりはま議会　　第 60 号

【
問
】
①
人
形
峠
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
内
の
、
低
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
埋
設
計
画

は
、
安
全
検
証
が
目
的
だ

が
、
事
実
上
の
最
終
処
分
と

な
る
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
町
長
の
見

解
は
。

②
昨
年
、
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
が
公
表
さ
れ
た
。
高
レ
ベ

ル
で
も
、
な
し
く
ず
し
的
に

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。

　
最
終
的
処
分
場
や
中
間
貯

蔵
施
設
の
受
け
入
れ
拒
否
条

例
制
定
は
、
全
国
26
自
治
体

で
、
公
表
後
５
自
治
体
が
制

定
さ
れ
た
。

　
町
民
の
安
全
・
安
心
を
最

優
先
し
、
核
ご
み
拒
否
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

【
町
長
】
①
同
セ
ン
タ
ー

は
、
敷
地
内
処
分
の
検
討
に

つ
い
て
、
最
終
処
分
を
前
提

と
し
て
い
な
い
と
、
県
に
説

明
し
た
。　

　

放
射
線
廃
棄
物
の
最
終
処

分
の
問
題
は
、
必
ず
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

鳥
取
県
知
事
は
、
県
・
三

朝
町
・
原
子
力
機
構
で
、
安

全
協
定
の
よ
う
な
新
し
い

ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
を

示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
内
容

や
動
向
を
注
視
し
た
い
。

②
各
自
治
体
が
そ
ろ
っ
て
拒

否
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

は
、
問
題
解
決
を
困
難
と
す

る
こ
と
だ
と
考
え
、
現
時
点

で
は
拒
否
条
例
の
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

【
問
】
未
就
学
児
の
医
療
費

の
無
料
化
に
つ
い
て
６
月
議

会
で
議
論
さ
れ
、
町
長
は
、

「
市
町
村
で
の
国
保
税
額
の

一
本
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く

な
か
、
現
時
点
で
単
独
実
施

は
考
え
て
い
な
い
。
関
係
会

議
な
ど
で
議
論
を
深
め
た

い
。」
と
答
弁
さ
れ
た
。

　
そ
れ
以
降
ど
の
よ
う
な
議

論
が
か
わ
さ
れ
、
無
料
化
に

向
け
た
動
き
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
問
う
。

　
中
部
で
ま
と
ま
れ
ば
、
県

も
前
向
き
に
検
討
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
無
料
化
の
実
現

に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。

【
町
長
】
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
は
、
県
事
業
で
実
施
し

て
い
る
「
特
別
医
療
制
度

（
小
児
区
分
）」
で
、
平
成

28
年
度
か
ら
18
歳
に
到
達
す

る
年
度
ま
で
と
さ
れ
、
平
成

29
年
度
か
ら
は
、
小
児
に
対

す
る
訪
問
看
護
に
係
る
医
療

費
も
対
象
と
な
る
な
ど
、

年
々
助
成
制
度
が
拡
充
さ
れ

て
き
た
。

　

小
児
医
療
費
に
限
ら
な
い

形
で
、
本
町
独
自
の
減
免
制

度
を
設
け
て
お
り
、
し
ば
ら

く
は
こ
の
ま
ま
で
様
子
を
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を

町長

し
ば
ら
く
現
状
の
ま
ま

竹
たけ

中
なか

寿
とし

健
たけ

核ごみ拒否条例の制定を

町長 現時点では考えていない

うまく乗れるかな（たじりこども園）

地層処分のイメージ図
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【
問
】
鳥
取
県
の
農
業
産
出

額
は
Ｖ
字
回
復
傾
向
に
あ

り
、
県
は
、
今
後
の
め
ざ
す

べ
き
農
業
の
姿
を
明
確
に
し

た
。
本
町
も
回
復
傾
向
に
あ

る
が
、
農
業
を
ど
う
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

①
「
東
郷
梨
地
域
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
は
、
耕
作

放
棄
地
化
を
防
ぐ
た
め
、
農

福
連
携
、
農
商
工
連
携
に
よ

る
管
理
方
法
の
調
査
事
業
で

あ
る
と
思
う
。
栽
培
、
経
営

の
現
状
と
問
題
点
に
つ
い
て

問
う
。

②
水
田
で
も
、
耕
作
放
棄
地

化
が
進
ん
で
い
る
。
地
域
に

担
い
手
の
い
る
間
に
、
協
業

生
産
型
営
農
組
織
の
育
成
を

進
め
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
平
成
27
年
に
35

ア
ー
ル
で
開
始
。
今
年
は
70

ア
ー
ル
と
な
っ
た
。
条
件
の

良
い
梨
園
の
確
保
が
で
き

ず
、
技
術
力
の
問
題
も
あ
り

採
算
ベ
ー
ス
に
の
っ
て
い
な

い
。
関
係
機
関
と
連
携
し
、

条
件
の
良
い
農
地
の
確
保
と

技
術
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

②
町
内
に
は
現
在
、
稲
作
と

転
作
を
一
体
経
営
と
し
て
組

合
員
全
体
に
よ
る
協
業
型
で

取
り
組
ん
で
い
る
営
農
組
織

は
な
い
。
若
い
意
欲
の
あ
る

担
い
手
が
数
人
い
る
地
域
で

取
り
組
ま
れ
る
な
ら
、
地
域

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
、
有

効
だ
と
思
う
。
地
域
の
担
い

手
の
状
況
把
握
を
し
な
が
ら

研
究
す
る
。

【
問
】
本
町
は
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
、
平
成
22
年
の
平
均

寿
命
は
、
県
内
で
は
男
性
１

位
、
女
性
２
位
で
長
寿
の
町

と
な
っ
て
い
た
。

①
平
成
27
年
平
均
寿
命
は
、

男
女
と
も
県
平
均
を
下
回
っ

た
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

②
本
町
の
特
定
健
診
実
施
率

は
、
平
成
20
年
に
始
ま
っ
て

以
来
ず
っ
と
30
％
未
満
で
あ

る
。
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
低

所
得
者
の
人
の
検
診
料
を
無

料
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
平
均
寿
命
が
低

下
し
た
理
由
と
し
て
、
死
亡

者
の
年
齢
、
原
因
な
ど
を
詳

細
に
調
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

沖
縄
県
の
状
況
の
分
析
結

果
で
は
、
若
い
世
代
の
「
早

死
」
の
多
さ
が
沖
縄
県
の
平

均
寿
命
を
低
く
し
て
い
る
。

本
町
の
状
況
も
こ
れ
で
は
な

い
か
と
思
う
。

②
特
定
健
診
は
９
割
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
近
年
は
一
人

当
た
り
の
医
療
費
が
高
騰
し

大
変
厳
し
い
運
営
状
況
で
あ

る
。

　

交
付
金
事
業
を
有
効
利
用

し
、
事
業
展
開
し
て
い
き
た

い
。

健
康
長
寿
社
会
を

　
　
　
　
ど
う
実
現
す
る
の
か

町長

交
付
金
を
有
効
活
用
し
展
開

松
まつ

岡
おか

昭
あき

博
ひろ

機械の共同利用による
病虫害防除（長江）

湯梨浜町の農業を
 どう進めるのか
町長

意欲ある担い手による
　　　　　　　活性化をはかる

今年も受けよう特定健診
（町内集団検診）
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【
問
】
①
人
形
峠
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
内
の
、
低
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
棄
物
の
埋
設
計
画

は
、
安
全
検
証
が
目
的
だ

が
、
事
実
上
の
最
終
処
分
と

な
る
と
新
聞
報
道
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
町
長
の
見

解
は
。

②
昨
年
、
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
が
公
表
さ
れ
た
。
高
レ
ベ

ル
で
も
、
な
し
く
ず
し
的
に

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

る
。

　
最
終
的
処
分
場
や
中
間
貯

蔵
施
設
の
受
け
入
れ
拒
否
条

例
制
定
は
、
全
国
26
自
治
体

で
、
公
表
後
５
自
治
体
が
制

定
さ
れ
た
。

　
町
民
の
安
全
・
安
心
を
最

優
先
し
、
核
ご
み
拒
否
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

【
町
長
】
①
同
セ
ン
タ
ー

は
、
敷
地
内
処
分
の
検
討
に

つ
い
て
、
最
終
処
分
を
前
提

と
し
て
い
な
い
と
、
県
に
説

明
し
た
。　

　

放
射
線
廃
棄
物
の
最
終
処

分
の
問
題
は
、
必
ず
解
決
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

鳥
取
県
知
事
は
、
県
・
三

朝
町
・
原
子
力
機
構
で
、
安

全
協
定
の
よ
う
な
新
し
い

ル
ー
ル
づ
く
り
の
必
要
性
を

示
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
内
容

や
動
向
を
注
視
し
た
い
。

②
各
自
治
体
が
そ
ろ
っ
て
拒

否
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

は
、
問
題
解
決
を
困
難
と
す

る
こ
と
だ
と
考
え
、
現
時
点

で
は
拒
否
条
例
の
制
定
は
考

え
て
い
な
い
。

【
問
】
未
就
学
児
の
医
療
費

の
無
料
化
に
つ
い
て
６
月
議

会
で
議
論
さ
れ
、
町
長
は
、

「
市
町
村
で
の
国
保
税
額
の

一
本
化
が
進
め
ら
れ
て
い
く

な
か
、
現
時
点
で
単
独
実
施

は
考
え
て
い
な
い
。
関
係
会

議
な
ど
で
議
論
を
深
め
た

い
。」
と
答
弁
さ
れ
た
。

　
そ
れ
以
降
ど
の
よ
う
な
議

論
が
か
わ
さ
れ
、
無
料
化
に

向
け
た
動
き
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
問
う
。

　
中
部
で
ま
と
ま
れ
ば
、
県

も
前
向
き
に
検
討
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
無
料
化
の
実
現

に
向
け
て
一
層
の
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。

【
町
長
】
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
は
、
県
事
業
で
実
施
し

て
い
る
「
特
別
医
療
制
度

（
小
児
区
分
）」
で
、
平
成

28
年
度
か
ら
18
歳
に
到
達
す

る
年
度
ま
で
と
さ
れ
、
平
成

29
年
度
か
ら
は
、
小
児
に
対

す
る
訪
問
看
護
に
係
る
医
療

費
も
対
象
と
な
る
な
ど
、

年
々
助
成
制
度
が
拡
充
さ
れ

て
き
た
。

　

小
児
医
療
費
に
限
ら
な
い

形
で
、
本
町
独
自
の
減
免
制

度
を
設
け
て
お
り
、
し
ば
ら

く
は
こ
の
ま
ま
で
様
子
を
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を

町長

し
ば
ら
く
現
状
の
ま
ま

竹
たけ

中
なか

寿
とし

健
たけ

核ごみ拒否条例の制定を

町長 現時点では考えていない

うまく乗れるかな（たじりこども園）

地層処分のイメージ図
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【
問
】
①
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

の
効
果
と
課
題
、
今
後
の
取

り
組
み
を
問
う
。

②
町
内
の
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
就

労
準
備
支
援
事
業
な
ど
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
事
業
の
現
状

を
問
う
。

③
障
害
年
金
は
、
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
場
合
、
現
役

世
代
で
も
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
知
ら
れ
て
い
な

い
。
周
知
の
強
化
を
要
請
す

る
。

④
ネ
ッ
ト
依
存
症
の
現
実
と

怖
さ
を
、
し
っ
か
り
伝
え
る

こ
と
が
大
切
だ
。
ど
う
取
り

組
ま
れ
る
か
。

【
町
長
】
①
支
援
調
整
会
議

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

よ
り
効
果
的
支
援
、
自
立
に

向
け
て
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

②
早
期
に
実
態
把
握
に
努

め
、
就
労
準
備
支
援
事
業
な

ど
積
極
的
に
活
用
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。

③
制
度
の
丁
寧
な
説
明
に
心

が
け
、
周
知
に
努
め
る
。

④
国
、
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
正
し
い
知
識
と
理
解
を
広

め
る
た
め
の
啓
発
に
努
め

る
。

【
教
育
長
】
学
校
で
は
、

ネ
ッ
ト
依
存
の
危
険
性
に
つ

い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

【
問
】
①
平
日
昼
間
の
利
用

は
高
齢
者
が
多
く
、
時
間
を

か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
利
用
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
な
か
に

は
体
操
や
、
湯
船
で
水
中
歩

行
を
す
る
人
も
あ
り
、
健
康

維
持
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
を

促
す
効
果
も
あ
り
、
利
用
者

が
増
え
れ
ば
健
康
保
険
、
介

護
保
険
の
低
減
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。
70
歳
以
上

の
町
民
に
補
助
を
出
す
こ
と

を
提
案
す
る
。

②
水
道
の
蛇
口
が
、
水
と
湯

の
混
合
栓
で
使
い
に
く
い
と

の
声
が
あ
る
。
温
度
設
定
栓

に
変
更
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。

【
町
長
】
①
利
用
者
に
満
足

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
維
持

管
理
費
用
を
考
慮
し
、
利
用

料
を
か
な
り
低
額
に
設
定
し

て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
70

歳
以
上
の
町
民
へ
の
補
助

は
、
考
え
て
い
な
い
。

②
現
状
の
タ
イ
プ
と
の
違
い

は
、
温
度
調
節
を
２
つ
の
ハ

ン
ド
ル
で
す
る
か
、
１
つ
の

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
る
の
か
の
違

い
で
あ
り
、
不
便
だ
と
い
う

ご
意
見
は
あ
ま
り
聞
い
て
い

な
い
。
次
期
更
新
時
ま
で
現

状
の
ま
ま
で
お
願
い
し
た

い
。

「
ハ
ワ
イ
ゆ
〜
た
う
ん
」
の

 

入
浴
料
に
補
助
を

町長

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

米
よね

田
だ

強
つよ

美
み

積極的な生活困窮者支援を

町長 きめ細やかな支援を行っていく

とっとりひきこもり生活支援センター
（北栄町）

ハワイゆ～たうん（上浅津）
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【
問
】
町
長
は
、
今
後
４
年

間
、
本
町
の
舵
取
り
を
さ
れ

る
わ
け
だ
が
、
３
期
12
年
間

を
ふ
り
返
っ
て
、
本
町
の
良

い
点
、
悪
い
点
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
の
か
。

　
良
い
点
を
伸
ば
し
、
悪
い

点
を
補
う
た
め
に
ど
う
す
る

の
か
。

　
旧
東
郷
・
泊
・
羽
合
の
３

町
村
が
合
併
し
て
14
年
が
経

過
し
た
。

　
増
加
す
る
羽
合
地
区
の
子

ど
も
た
ち
の
通
う
小
学
校
や

こ
ど
も
園
、
人
口
減
少
の
続

く
、
泊
・
東
郷
地
区
の
山
間

部
へ
の
対
応
、
高
齢
化
対
策

な
ど
、
多
く
の
問
題
に
ど
う

向
き
合
う
の
か
。

【
町
長
】
今
後
、
特
に
取
り

組
む
課
題
と
し
て
、
人
口
問

題
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
都

市
部
で
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
開

催
。
産
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
商
工
業
者
の
後
継
者
育

成
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
産

業
の
振
興
を
は
か
る
。
地
域

力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
自

助
・
共
助
の
意
識
を
育
て
、

そ
の
実
践
支
援
を
行
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し

て
、
良
い
点
を
伸
ば
す
た
め

に
、
優
れ
た
点
を
活
か
し
、

魅
力
や
活
気
を
生
み
出
す
。

　

悪
い
点
を
補
う
に
は
、
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
方
策

を
講
じ
、
暮
ら
し
や
す
い
地

域
を
つ
く
る
こ
と
に
取
り
組

む
。

【
問
】
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
、
９
月
か

ら
０
歳
児
を
受
け
入
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
体
制
は
と

れ
て
い
る
か
。

　
本
町
は
、
子
育
て
が
し
や

す
い
町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
し
て
き
た
。
出
生
率

も
県
内
２
位
で
あ
る
。
し
か

し
、
保
育
の
現
場
は
大
変
な

状
況
で
あ
る
。
羽
合
地
区
で

は
今
後
も
入
園
児
が
増
え
る

と
思
う
が
、
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
保
育
士
不
足
の
状

況
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
保
育
料
無
料
化

も
考
え
ら
れ
、
も
っ
と
入
園

児
が
増
え
る
と
思
う
。

　
保
育
士
確
保
を
行
政
全
体

で
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
を

す
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
児
童
福
祉
施
設
の

設
備
に
関
し
て
、
は
わ
い
こ

ど
も
園
の
ほ
ふ
く
室
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
改
築

し
、
あ
と
10
人
程
度
の
受
け

入
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

備
品
に
つ
い
て
も
、
購
入

な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
。

　

入
園
申
込
で
第
１
希
望
が

か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
関

し
て
は
、
民
間
に
よ
る
小
規

模
保
育
園
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。

　

保
育
士
の
確
保
と
し
て
、

通
常
の
採
用
以
外
に
、
町
独

自
の
採
用
試
験
を
実
施
し
、

内
定
者
を
出
し
て
い
る
。

保
育
行
政
の
充
実
を

町長

民
間
で
の
小
規
模
保
育
園
を
検
討

増
ます

井
い

久
く

美
み

３期12年の評価は

町長 良い点を伸ばしてまちづくり

敬老会は参加者が増えつつある

入園希望がかなうこども園へ
（はわいこども園の園児）
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【
問
】
①
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

の
効
果
と
課
題
、
今
後
の
取

り
組
み
を
問
う
。

②
町
内
の
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
就

労
準
備
支
援
事
業
な
ど
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
事
業
の
現
状

を
問
う
。

③
障
害
年
金
は
、
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
場
合
、
現
役

世
代
で
も
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
知
ら
れ
て
い
な

い
。
周
知
の
強
化
を
要
請
す

る
。

④
ネ
ッ
ト
依
存
症
の
現
実
と

怖
さ
を
、
し
っ
か
り
伝
え
る

こ
と
が
大
切
だ
。
ど
う
取
り

組
ま
れ
る
か
。

【
町
長
】
①
支
援
調
整
会
議

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

よ
り
効
果
的
支
援
、
自
立
に

向
け
て
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

②
早
期
に
実
態
把
握
に
努

め
、
就
労
準
備
支
援
事
業
な

ど
積
極
的
に
活
用
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。

③
制
度
の
丁
寧
な
説
明
に
心

が
け
、
周
知
に
努
め
る
。

④
国
、
県
の
動
向
を
見
な
が

ら
正
し
い
知
識
と
理
解
を
広

め
る
た
め
の
啓
発
に
努
め

る
。

【
教
育
長
】
学
校
で
は
、

ネ
ッ
ト
依
存
の
危
険
性
に
つ

い
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
指
導
し
て
い
く
。

【
問
】
①
平
日
昼
間
の
利
用

は
高
齢
者
が
多
く
、
時
間
を

か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
利
用
さ

れ
て
い
る
と
聞
く
。
な
か
に

は
体
操
や
、
湯
船
で
水
中
歩

行
を
す
る
人
も
あ
り
、
健
康

維
持
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
を

促
す
効
果
も
あ
り
、
利
用
者

が
増
え
れ
ば
健
康
保
険
、
介

護
保
険
の
低
減
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
。
70
歳
以
上

の
町
民
に
補
助
を
出
す
こ
と

を
提
案
す
る
。

②
水
道
の
蛇
口
が
、
水
と
湯

の
混
合
栓
で
使
い
に
く
い
と

の
声
が
あ
る
。
温
度
設
定
栓

に
変
更
す
る
こ
と
を
提
案
す

る
。

【
町
長
】
①
利
用
者
に
満
足

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
維
持

管
理
費
用
を
考
慮
し
、
利
用

料
を
か
な
り
低
額
に
設
定
し

て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
70

歳
以
上
の
町
民
へ
の
補
助

は
、
考
え
て
い
な
い
。

②
現
状
の
タ
イ
プ
と
の
違
い

は
、
温
度
調
節
を
２
つ
の
ハ

ン
ド
ル
で
す
る
か
、
１
つ
の

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
る
の
か
の
違

い
で
あ
り
、
不
便
だ
と
い
う

ご
意
見
は
あ
ま
り
聞
い
て
い

な
い
。
次
期
更
新
時
ま
で
現

状
の
ま
ま
で
お
願
い
し
た

い
。

「
ハ
ワ
イ
ゆ
〜
た
う
ん
」
の

 

入
浴
料
に
補
助
を

町長

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

米
よね

田
だ

強
つよ

美
み

積極的な生活困窮者支援を

町長 きめ細やかな支援を行っていく

とっとりひきこもり生活支援センター
（北栄町）

ハワイゆ～たうん（上浅津）
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【
問
】
町
長
は
、
今
後
４
年

間
、
本
町
の
舵
取
り
を
さ
れ

る
わ
け
だ
が
、
３
期
12
年
間

を
ふ
り
返
っ
て
、
本
町
の
良

い
点
、
悪
い
点
を
ど
う
評
価

し
て
い
る
の
か
。

　
良
い
点
を
伸
ば
し
、
悪
い

点
を
補
う
た
め
に
ど
う
す
る

の
か
。

　
旧
東
郷
・
泊
・
羽
合
の
３

町
村
が
合
併
し
て
14
年
が
経

過
し
た
。

　
増
加
す
る
羽
合
地
区
の
子

ど
も
た
ち
の
通
う
小
学
校
や

こ
ど
も
園
、
人
口
減
少
の
続

く
、
泊
・
東
郷
地
区
の
山
間

部
へ
の
対
応
、
高
齢
化
対
策

な
ど
、
多
く
の
問
題
に
ど
う

向
き
合
う
の
か
。

【
町
長
】
今
後
、
特
に
取
り

組
む
課
題
と
し
て
、
人
口
問

題
の
克
服
に
つ
い
て
は
、
都

市
部
で
の
移
住
セ
ミ
ナ
ー
開

催
。
産
業
振
興
に
つ
い
て

は
、
商
工
業
者
の
後
継
者
育

成
へ
の
支
援
強
化
な
ど
、
産

業
の
振
興
を
は
か
る
。
地
域

力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
自

助
・
共
助
の
意
識
を
育
て
、

そ
の
実
践
支
援
を
行
う
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
し

て
、
良
い
点
を
伸
ば
す
た
め

に
、
優
れ
た
点
を
活
か
し
、

魅
力
や
活
気
を
生
み
出
す
。

　

悪
い
点
を
補
う
に
は
、
課

題
を
克
服
す
る
た
め
の
方
策

を
講
じ
、
暮
ら
し
や
す
い
地

域
を
つ
く
る
こ
と
に
取
り
組

む
。

【
問
】
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
、
９
月
か

ら
０
歳
児
を
受
け
入
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
体
制
は
と

れ
て
い
る
か
。

　
本
町
は
、
子
育
て
が
し
や

す
い
町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
し
て
き
た
。
出
生
率

も
県
内
２
位
で
あ
る
。
し
か

し
、
保
育
の
現
場
は
大
変
な

状
況
で
あ
る
。
羽
合
地
区
で

は
今
後
も
入
園
児
が
増
え
る

と
思
う
が
、
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
保
育
士
不
足
の
状

況
は
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
保
育
料
無
料
化

も
考
え
ら
れ
、
も
っ
と
入
園

児
が
増
え
る
と
思
う
。

　
保
育
士
確
保
を
行
政
全
体

で
取
り
組
む
体
制
づ
く
り
を

す
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
児
童
福
祉
施
設
の

設
備
に
関
し
て
、
は
わ
い
こ

ど
も
園
の
ほ
ふ
く
室
は
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
改
築

し
、
あ
と
10
人
程
度
の
受
け

入
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

備
品
に
つ
い
て
も
、
購
入

な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
る
。

　

入
園
申
込
で
第
１
希
望
が

か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
関

し
て
は
、
民
間
に
よ
る
小
規

模
保
育
園
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。

　

保
育
士
の
確
保
と
し
て
、

通
常
の
採
用
以
外
に
、
町
独

自
の
採
用
試
験
を
実
施
し
、

内
定
者
を
出
し
て
い
る
。

保
育
行
政
の
充
実
を

町長

民
間
で
の
小
規
模
保
育
園
を
検
討

増
ます

井
い

久
く

美
み

３期12年の評価は

町長 良い点を伸ばしてまちづくり

敬老会は参加者が増えつつある

入園希望がかなうこども園へ
（はわいこども園の園児）
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【
編
集
】

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

議会の傍聴をお気軽に
　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることのできる身近
な方法です。どなたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽にお越しください。
議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホームページでお知らせします。

町民インタビュー

　
今
年
も
ま
た
多
く
の

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
長
雨
豪
雨
、
大
型
台

風
や
大
地
震
に
よ
っ
て

多
く
の
方
が
負
傷
さ

れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
。

　
心
よ
り
の
お
悔
み
、

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

た
い
。

　
国
土
強
靭
化
が
言
わ

れ
て
久
し
い
が
、復
旧
、

復
興
に
追
わ
れ
、
将
来

不
安
へ
の
対
応
に
ま
で

至
っ
て
い
な
い
。

　
異
常
気
象
、
巨
大
な

台
風
や
地
震
の
発
生
が

常
態
化
し
て
き
た
災
害

列
島
日
本
。
防
災
・
減

災
に
向
け
て
国
力
、
地

域
力
を
か
け
、
全
力
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
政
治
・
行
政
の
責
任

は
重
い
。

�

（
記
　
寺
地
）

編
集
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　今秋、「さくらの工房」をオープンさ

せていただくことになりました。新た

な文化芸術の情報発信拠点・交流拠点

として、まちの活性化にも貢献できれ

ばと思います。

　地域の皆さまや観光客の方々にも気

軽にご利用いただき、楽しいふれあい

の場が創出できれば、これほど嬉しい

ことはありません。サードプレイスと

しても、ぜひ、ご自身の作品を手に、

東郷湖畔で夕陽を眺めながら、美味し

い珈琲でおくつろぎください。

　また、今年制定された「障害者の文

化芸術活動推進法」に基づき、誰でも

絵画や陶芸などに親しめる機会をつく

り、優れた作品を多くの方々に紹介し

ていきたいと考えています。

　「さくらの工房」では、四季折々の風

景と重ね合わせながら、子どもからお

年寄りまで参加できるさまざまなイベ

ントも企画しています。こちらもご期

待ください。

　スタッフ一同、頑張ってまいります

ので、よろしくお願い申し上げます。

代表　　　　　　　
桑田　達也さん

さくら工芸品工房で「さくらの工房」
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